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委員長コメント 

 

１．今回の報告期間は平成１６年６月２８日から９月２６日までの約３ヶ月である。 
法定報告に基づく新規ＨＩＶ感染者報告数は２０９件で過去最高となった。 

〔前年同時期１５２件／これまでの最高１９９件(平成１６年４月～６月)〕 
新規ＡＩＤＳ患者報告数も１２６件で過去最高であった。 

〔同７１件／同１０６件(平成１５年１０月～１２月)〕 
        

２．性別に見ると、ＨＩＶ感染者報告数２０９件のうち１８２件（約８７％）、ＡＩＤＳ患者

報告数１２６件のうち１１０件（約８７％）を男性が占めており、男性のＨＩＶ感染者及

びＡＩＤＳ患者の動向が全体の動向を左右している。 

 

３．感染経路別に見ると、ＨＩＶ感染者では同性間性的接触によるものが男性１２０件（感

染者全体の約５７％）と最も多く、異性間性的接触によるものは５８件（約２８％）で、

内男性３９件・女性１９件であった。 

  一方、ＡＩＤＳ患者では同性間性的接触によるものが男性４４件（患者全体の約３５％）、

異性間性的接触によるものも４４件（約３５％）で、内男性３４件・女性１０件であった。 

 

４．年齢別に見ると、ＨＩＶ感染者では２０代・３０代の占める割合が高く、感染者全体の

約７６％（１５８件）を占めている。 

 一方、ＡＩＤＳ患者では患者分布はＨＩＶ感染者より高年齢層に広がっているが、今回

１７件（内日本国籍１３件）の２０代の患者報告があった。これらは１０代で感染したと

推測され、若年層への感染の拡がりを示唆するものである。今後の若年層の患者報告の動

向に注目する必要がある。 

   

５．平成１６年７月から９月末までの保健所におけるＨＩＶ抗体検査件数は１６，６０７件

（前年同時期１３，７３２件）、自治体が実施する保健所以外の検査件数は５，１１１件（同

４，１１９件）、保健所における相談件数は３４，１６８件（同３０，７４３件）であった。

昨年に比べていずれも増加しており、検査・相談に対するニーズが増えていることがうか

がえる。 

  

６．平成１６年１月から９月の献血件数（速報値）は４，０９７，７５８件で、そのうち 

 ＨＩＶ抗体・核酸増幅検査陽性件数は７３件（昨年同時期４８件）であった。１０万件当

たりの陽性件数は１．７８１件であり、陽性頻度が増加している。 

 

 



７．今回の報告では、ＨＩＶ感染者、ＡＩＤＳ患者報告のいずれも四半期の報告として過去

最高となり、特に、千葉県、埼玉県、東京都、静岡県、愛知県からのＡＩＤＳ患者報告の

増加が顕著であった。これらのＡＩＤＳ患者は、発症によりはじめてＨＩＶ感染が発見さ

れた人たちであると思われる。 

したがって、都道府県等においてはこれまで以上に、保健所を中心に、利用者の利便性

（例えば時間帯など）に配慮した検査・相談事業を推進し、ＨＩＶ感染の早期発見による

早期治療と感染拡大の抑制に努める必要がある。加えて、利用者の要求に適切に対応でき

るよう、積極的に迅速検査を導入していくことも必要である。 

    また、普及啓発については、１２月１日の世界エイズデー等のあらゆる機会で推し進め

る必要がある。 

平成１６年１０月２１日 

 



エイズ動向委員会の結果報告について 

 

１ 本日の委員会では、平成１６年６月２８日より平成１６年９月２６日までの感染症法に基づ

く患者・感染者報告並びに平成１６年７月１日から平成１６年９月３０日までの任意報告を解

析した。 

 

２ 平成１６年６月２８日より平成１６年９月２６日までの間に感染症法に基づき報告された新

規エイズ患者数は１２６件、新規ＨＩＶ感染者数は２０９件であった。 

  患者１２６件、感染者２０９件の内訳は、 

 ① 感染原因別では、異性間の性的接触による患者４４件、感染者５８件、同性間の性 的接

触による患者４４件、感染者１２０件、静注薬物濫用による感染者１件、母子感染による患

者１件、その他の原因による患者２件、感染者７件、原因不明の患者３５件、感染者２３件

であった。 

 

 ② 性別では男性患者１１０件、感染者１８２件、女性患者１６件、感染者２７件であ  っ

た。 

 

 ③ 年齢区分別では、患者は１０代１件、２０代１７件、３０代４３件、４０代３３件、 ５

０歳以上３２件、感染者は、１０代３件、２０代７３件、３０代８５件、４０代 

  ２６件、５０歳以上２２件であった。 

 

 ④ 国籍別では日本人患者１００件、感染者１８０件、外国人患者２６件、感染者２９ 件で

あった。 

 

 ⑤ 感染地域別では、国内で感染した患者８１件、感染者１７２件、海外で感染した患 者１

８件、感染者１２件、感染地域不明患者２７件、感染者２５件であった。 

 

３ 患者１２６件、感染者２０９件のうち 

 ① 異性間の性的接触による患者４４件、感染者５８件のうち日本人男性は、患者３２  件、

感染者３６件、日本人女性は、患者７件、感染者１２件であった。 

   また、外国人男性は、患者２件、感染者３件、外国人女性は、患者３件、感染者７件であ

った。 

同性間の性的接触による患者４４件、感染者１２０件のうち日本人男性は、患者 
３９件、感染者１１３件であった。 

   また、外国人男性は、患者５件、感染者７件であった。 

 

② 日本人男性患者９３件のうち２０代９件、３０代３１件、４０代２５件、５０歳以 
上２８件、日本人男性感染者１６５件のうち、１０代２件、２０代５６件、３０代 



６９件、４０代２０件、５０歳以上１８件であった。 

   また、日本人女性患者７件は２０代４件、３０代１件、４０代１件、５０歳以上１件、日

本人女性感染者１５件のうち、２０代６件、３０代４件、４０代２件、５０歳以上３件であ

った。 

 

 ③ 外国人男性患者１７件のうち、３０代７件、４０代７件、５０歳以上３件、外国人男性感

染者１７件のうち、２０代５件、３０代７件、４０代４件、５０歳以上１件であった。 

   また、外国人女性患者９件のうち、１０代１件、２０代４件、３０代４件、外国人 
女性感染者１２件のうち、１０代１件、２０代６件、３０代５件であった。 

 

 ④ 国内感染による患者８１件のうち日本人男性が６９件、日本人女性が４件、外国人  男

性が６件、外国人女性が２件であった。 

   また、国内感染による感染者１７２件のうち日本人男性が１４８件、日本人女性が  １

３件、外国人男性が８件、外国人女性が３件であった。 

 

 ⑤ 海外感染による患者１８件のうち日本人男性が７件、日本人女性が３件、外国人男性が４

件、外国人女性４件であった。 

   また、海外感染による感染者１２件のうち日本人男性が４件、日本人女性が１件、外国人

男性が１件、外国人女性が６件であった。 

 

４ 任意報告により 

 ① キャリア等からエイズ患者になったとの報告１件であった。 

 ② 患者・感染者の死亡６件はエイズが原因が４件、その他の原因が２件であった。 

 ③ 死亡報告６件のうち、３０代１件、４０代２件、５０歳以上３件であった。 

 

５ 平成１６年７月から９月末までの保健所におけるＨＩＶ抗体検査件数は１６，６０７ 
件、自治体が実施する保健所以外の検査件数は５，１１１件、保健所における相談件数 
は３４，１６８件であった。 

 

６ 平成１６年１月から９月末日までの献血件数４，０９７，７５８件（速報値）のうち、 Ｈ

ＩＶ陽性件数は７３件であった。 

 

 


